
　
地
球
環
境
問
題
が
世
界
共
通
の
大
き
な
社
会
問
題

と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
中
で
も
、
地
球
温
暖
化
問
題
と

資
源
循
環
問
題
は
、
持
続
可
能
な
生
活
や
社
会
を
実

現
す
る
た
め
に
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
重
要
な

問
題
で
あ
る
。
国
、
自
治
体
、
企
業
が
そ
れ
ぞ
れ
問
題

解
決
の
た
め
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
が
、
私
た

ち
生
活
者
も
日
常
生
活
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
問
題

を
意
識
し
、
そ
の
解
決
の
た
め
の
行
動
を
取
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
環
境
問
題
そ
し
て
地
球
温
暖

化
問
題
と
密
接
な
関
係
に
あ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
に

つ
い
て
、
生
活
者
が
ど
の
よ
う
に
意
識
し
行
動
し
て

い
る
の
か
を
、
２
０
１
０
年
に
実
施
し
た
「
こ
れ
か
ら

の
住
ま
い
と
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
関
す
る
生
活
意
識

調
査
」
の
結
果
か
ら
考
察
し
て
み
る
。 

　
ま
ず
、省
エ
ネ
や
ゴ
ミ
を
減
ら
す
な
ど
環
境
に
配
慮
し

た
生
活
を
送
っ
て
い
る
か
に
つ
い
て
尋
ね
た
。「
そ
う
だ
と

思
う（
４・８
％
）」「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
そ
う
だ
と
思
う 

（
４９
・
８
％
）」と
回
答
し
た「
エ
コ
な
生
活
を
送
っ
て
い
る

人
」の
比
率
は
５４
・７
％
で
あ
り
、「
そ
う
で
な
い（
８・４
％
）」

「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
そ
う
で
な
い（
３６
・５
％
）」と
回
答 

し
た「
エ
コ
な
生
活
を
送
っ
て
い
な
い
人
」の
比
率
の
４４
・９

％
を
上
回
っ
て
い
る
も
の
の
、意
外
と
低
い
数
値
で
あ
る
。 

　
世
代
間
の
比
較
を
行
う
と
、
年
齢
と
エ
コ
な
生
活

を
送
っ
て
い
る
人
の
比
率
に
は
明
ら
か
な
相
関
が
見

ら
れ
、
年
齢
が
高
く
な
る
に
つ
れ
、
エ
コ
な
生
活
を
送

っ
て
い
る
人
の
比
率
が
高
く
な
っ
て
い
る
。 

　
ま
た
、
男
女
別
の
比
較
を
行
う
と
、
ど
の
年
齢
層
に

お
い
て
も
、
女
性
の
エ
コ
に
対
す
る
意
識
が
高
い
と

い
う
顕
著
な
傾
向
が
見
ら
れ
る
。 

　
２
０
０
９
年
の
調
査
で
は
、
エ
コ
な
生
活
を
送
っ

て
い
る
人
の
比
率
は
６３
・
２
％
で
あ
り
、２
０
１
０
年

は
そ
の
比
率
が
約
９
ポ
イ
ン
ト
低
下
し
て
い
る
。
こ

れ
は
、
２
０
１
０
年
の
調
査
に
お
い
て
、
若
年
者
の

回
答
者
を
補
充
し
た
た
め
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
補
充

者
を
除
い
た
２
０
１
０
年
の
比
率
を
見
る
と
６２
・
４

％
と
前
年
と
大
き
な
変
化
は
な
く
、こ
の
こ
と
か
ら
も
、

エ
コ
な
生
活
者
の
比
率
が
、
前
年
よ
り
低
下
し
た
の

は
、
環
境
へ
の
意
識
が
あ
ま
り
高
く
な
い
若
年
者
の

補
充
が
原
因
だ
と
い
え
る
。 

　
家
庭
部
門
で
の
Ｃ
Ｏ
２
削
減
や
資
源
節
約
の
た
め
に

は
、
エ
コ
な
生
活
を
送
る
人
の
比
率
を
今
後
さ
ら
に

上
げ
る
必
要
が
あ
る
。 

   

　
資
源
節
約
、
ゴ
ミ
の
減
量
等
に
関
し
、
１６
項
目
の
日

常
の
省
資
源
行
動
に
つ
い
て
、
そ
の
実
践
状
況
を
４

段
階
で
尋
ね
た
。 

　
そ
の
結
果
、「
飲
み
物
や
食
べ
物
を
で
き
る
だ
け
残

さ
な
い
（
８８
・
２
％
）」「
ゴ
ミ
を
分
別
し
リ
サ
イ
ク
ル

に
協
力
す
る
（
８７
・
０
％
）」
に
つ
い
て
は
、
９
割
近
く

の
人
が
実
践
し
て
い
る
。 

　
世
代
間
の
比
較
を
行
う
と
、
ほ
と
ん
ど
の
行
動
に

お
い
て
、
高
齢
者
ほ
ど
実
践
の
傾
向
が
見
ら
れ
る
。
特

に
、「
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
な
ど
紙
類
は
再
生
紙
を

日
常
の
省
資
源
行
動
の
実
践
状
況

エ
コ
な
生
活
の
実
践
状
況

環
境
に
配
慮
し
た
日
常
の
生
活
に
関
す
る
意
識
と
行
動

エ
ネ
ル
ギ
ー
・
環
境
問
題
に
関
す
る 

生
活
者
の
意
識
と
行
動 

現 代 生 活 者 の  

住まい・生活観  
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使
う
（
６４
・
４
％
）」「
地
産
地
消
（
５８
・
１
％
）」「
過
剰

包
装
の
商
品
は
買
わ
な
い
（
４８
・
０
％
）」「
エ
コ
マ
ー

ク
の
付
い
た
商
品
を
選
ぶ
（
３３
・
３
％
）」
に
つ
い
て

は
、
行
動
と
年
齢
の
相
関
が
顕
著
で
あ
る
。 

　
ま
た
、
男
女
別
の
比
較
を
行
う
と
、
ほ
と
ん
ど
の
行

動
に
つ
い
て
、
女
性
の
意
識
が
高
い
。
特
に
、
買
物
や

調
理
に
関
す
る
行
動
に
顕
著
な
傾
向
が
見
ら
れ
る
。 

　
実
践
が
５
割
を
切
っ
て
い
る
「
生
ゴ
ミ
は
自
宅
で

処
理
す
る
（
２３
・
５
％
）」「
食
器
洗
浄
機
を
利
用
す
る

（
２０
・
９
％
）」
に
つ
い
て
は
、
定
量
的
な
効
果
デ
ー
タ

と
合
わ
せ
て
周
知
す
る
こ
と
が
実
践
の
促
進
に
効
果

的
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。 

　「
生
ゴ
ミ
は
自
宅
で
処
理
す
る
」
に
つ
い
て
、
食
生

活
の
項
目
で
尋
ね
た「
自
宅
・
借
地
・
所
有
地
で
の
野

菜
栽
培
の
実
践
（
２８
・
８
％
）」
と
の
ク
ロ
ス
分
析
（
２

つ
の
回
答
デ
ー
タ
の
相
関
を
分
析
）
を
行
っ
た
。
生
ゴ

ミ
を
自
宅
で
処
理
す
る
人
に
、
自
宅
等
で
野
菜
栽
培

を
実
践
す
る
傾
向
が
見
ら
れ
、
今
後
、
生
ゴ
ミ
の
自
宅

処
理
が
増
加
す
れ
ば
、
野
菜
等
の
自
家
栽
培
に
繋
が

る
こ
と
が
期
待
で
き
る
。 
   

　
地
球
温
暖
化
問
題
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
消
費
と
密
接

な
関
係
に
あ
る
。
年
々
増
加
し
つ
つ
あ
る
家
庭
で
の

Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
の
削
減
に
は
、
日
常
生
活
に
お
け
る
省

エ
ネ
行
動
が
重
要
と
な
っ
て
く
る
。
図
１
に
示
す
３０

日
常
の
省
エ
ネ
行
動
の
実
践
状
況
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項
目
の
省
エ
ネ
行
動
に
つ
い
て
、
そ
の
実
践
状
況
を

４
段
階
で
尋
ね
た
。 

　
そ
の
結
果
、「
洗
濯
は
ま
と
め
て
洗
う
（
８８
・
３
％
）」

「
水
や
お
湯
を
流
し
っ
ぱ
な
し
に
し
な
い
（
８４
・
２
％
）」

「
こ
ま
め
に
照
明
や
テ
レ
ビ
の
ス
イ
ッ
チ
を
切
る（
８２
・

４
％
）」「
電
気
製
品
を
買
う
時
に
は
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

タ
イ
プ
を
選
ぶ
（
８２
・
３
％
）」「
冬
は
室
内
で
も
暖
か

い
服
装
を
す
る
（
８２
・
３
％
）」
に
つ
い
て
は
、
８
割
以

上
の
人
が
実
践
し
て
い
る
。 

　
世
代
間
の
比
較
を
行
う
と
、
ほ
と
ん
ど
の
行
動
に
お

い
て
、
高
齢
者
ほ
ど
実
践
の
傾
向
が
見
ら
れ
る
。
特
に
、

「
冬
は
室
内
で
も
暖
か
い
服
装
を
す
る
（
８２
・
３
％
）」

「
夏
は
ス
ダ
レ
な
ど
で
日
射
を
さ
え
ぎ
る
（
５１
・
６
％
）」

に
つ
い
て
は
、
行
動
と
年
齢
の
相
関
が
顕
著
で
あ
る
。 

　
た
だ
し
、「
夏
は
風
呂
の
湯
張
り
を
避
け
、シ
ャ
ワ
ー

で
済
ま
せ
る
（
５０
・
３
％
）」
に
つ
い
て
は
、
男
女
と
も
、

若
い
世
代
の
実
践
比
率
が
高
い
。
特
に
、
２０
歳
代
男
性

の
実
践
比
率
が
際
立
っ
て
い
る
（
６２
・
４
％
）。 

　
一
方
、
男
女
別
の
比
較
を
行
う
と
、
多
く
の
行
動
に

つ
い
て
、
女
性
の
意
識
が
高
い
。
特
に
、
家
事
や
調
理

に
関
す
る
項
目
に
顕
著
な
傾
向
が
見
ら
れ
る
。 

　
こ
れ
ら
の
省
エ
ネ
行
動
に
つ
い
て
は
、
家
庭
部
門

の
Ｃ
Ｏ
２
排
出
削
減
に
大
き
く
貢
献
す
る
こ
と
か
ら
、

生
活
者
へ
の
周
知
と
実
践
の
促
進
が
必
要
で
あ
る
。

特
に
、
実
践
が
５
割
を
切
っ
て
い
る
１０
項
目
に
つ
い

て
は
、
定
量
的
な
効
果
デ
ー
タ
と
合
わ
せ
て
の
周
知

が
効
果
的
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。 

   

　
省
エ
ネ
の
意
識
付
け
の
た
め
に
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

消
費
の
「
見
え
る
化
」
が
重
要
で
あ
る
。 

　「
伝
票
を
見
て
整
理
・
保
存
し
て
い
る
」
が
２１
・
５

％
、「
消
費
量
は
見
て
い
る
が
保
存
や
記
録
は
し
て
い

な
い
」
は
２１
・
８
％
で
あ
る
が
、「
環
境
家
計
簿
」
を
付

け
て
い
る
人
は
、
３
・
９
％
と
非
常
に
少
な
い
。
伝
票

の
整
理
や
消
費
量
の
確
認
を
し
て
い
る
人
の
比
率
に

つ
い
て
は
、
女
性
ほ
ど
、
ま
た
高
齢
者
ほ
ど
多
い
。 

　
ま
た
、
エ
コ
な
生
活
を
送
っ
て
い
る
人
に
、
環
境
家

計
簿
を
付
け
た
り
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
を
意
識
す

る
傾
向
が
見
ら
れ
る
。 

　
今
後
の
家
庭
で
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
の
削
減
に

は
、
消
費
量
の
「
見
え
る
化
」
に
よ
る
意
識
付
け
が
効

果
的
で
あ
る
。
特
に
「
環
境
家
計
簿
」
が
有
用
で
あ
り
、

そ
の
普
及
を
促
進
す
る
必
要
が
あ
る
。 

　 

中
期
削
減
目
標
の
妥
当
性
に
つ
い
て 

　
日
本
政
府
は
、
２
０
１
０
年
１
月
に
「
温
室
効
果
ガ

ス
の
２
０
２
０
年
の
排
出
削
減
目
標
と
し
て
、
１
９

９
０
年
比
で
２５
％
削
減
（
た
だ
し
、
す
べ
て
の
主
要
国

に
よ
る
公
平
か
つ
実
効
性
の
あ
る
国
際
枠
組
み
の
構

築
お
よ
び
意
欲
的
な
目
標
の
合
意
を
前
提
）」
と
い
う

非
常
に
ハ
ー
ド
ル
の
高
い
排
出
削
減
目
標
を
国
連
の

事
務
局
に
提
出
し
た
。 

　
こ
の
目
標
の
妥
当
性
に
つ
い
て
尋
ね
た
。「
２５
％

の
削
減
目
標
を
評
価
す
る
人
（
３２
・
４
％
）」
が
、「
高

い
目
標
を
掲
げ
る
べ
き
で
な
い
と
い
う
批
判
的
な
人

（
１９
・
５
％
）」
を
男
女
と
も
に
、
ま
た
各
世
代
と
も

に
大
き
く
上
回
っ
て
い
る
。
世
代
間
の
比
較
で
は
、

高
年
齢
に
な
る
に
つ
れ
評
価
す
る
比
率
が
高
い
。 

　
ま
た
、
エ
コ
な
生
活
を
送
っ
て
い
る
人
に
評
価
す

る
傾
向
が
、
送
っ
て
い
な
い
人
に
批
判
す
る
傾
向
が

見
ら
れ
る
。 

　 

実
現
可
能
性
に
つ
い
て 

　
次
に
、
２５
％
の
削
減
目
標
の
実
現
可
能
性
に
つ
い
て

尋
ね
た
。「
実
現
可
能
だ
と
思
う
人
（
１０
・
６
％
）」
が
、

「
不
可
能
だ
と
思
う
人
（
３８
・
７
％
）」
を
大
き
く
下
回

っ
て
い
る
。
約
３
割
の
人
が
目
標
を
妥
当
だ
と
評
価
し

て
い
る
も
の
の
、
実
現
可
能
だ
と
思
う
人
は
そ
の
３
分

の
１
以
下
の
結
果
と
な
っ
て
い
る
。
政
府
あ
げ
て
温
室

効
果
ガ
ス
の
削
減
に
取
り
組
ん
で
い
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
京
都
議
定
書
の
基
準
年
で
も
あ
る
１
９
９
０
年

の
実
績
を
下
回
る
こ
と
な
く
、
第
１
約
束
期
間
の
初
年

度
で
あ
る
２
０
０
８
年
度
実
績
が
＋
１
・
６
％
で
あ
る

現
実
を
踏
ま
え
て
の
回
答
で
あ
ろ
う
。 

　
世
代
間
の
比
較
を
行
う
と
、
高
齢
者
ほ
ど
可
能
だ

と
思
う
人
が
多
い
傾
向
に
あ
る
。
逆
に
、
不
可
能
と
思

う
人
は
若
い
世
代
ほ
ど
多
い
。 

   

　 

生
活
者
の
省
エ
ネ
対
策
へ
の
意
欲
に
つ
い
て 

　
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
削
減
の
た
め
に
は
、
前
述
し

目
標
達
成
の
た
め
の
施
策
に
つ
い
て

エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
の
記
録
状
況

日
本
の
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
削
減
の
中
期
目
標
と

そ
の
対
策
に
つ
い
て
の
意
識

温
室
効
果
ガ
ス
排
出
削
減
の

中
期
目
標
に
つ
い
て

 



た
日
常
の
省
エ
ネ
行
動
が
重
要
で
あ
る
が
、
物
理
的

な
対
策
、
す
な
わ
ち
、
高
効
率
機
器
・
シ
ス
テ
ム
の

導
入
や
建
築
物
の
改
善
は
大
き
な
効
果
を
得
る
こ

と
が
で
き
る
。
照
明
の
取
り
替
え
や
省
エ
ネ
家
電
へ

の
買
い
替
え
か
ら
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
等
の
設

備
導
入
、
そ
し
て
住
宅
の
改
築
等
幅
広
い
対
策
が
考

え
ら
れ
る
。
い
ず
れ
も
投
資
が
必
要
で
あ
り
、
本
調

査
で
は
、
図
２
に
示
す
１４
項
目
の
対
策
に
つ
い
て
、

お
お
よ
そ
の
投
資
費
用
を
参
考
に
記
載
し
、
採
用
意

欲
を
尋
ね
た
。 

　「
既
に
採
用
し
て
い
る
」「
ぜ
ひ
採
用
し
た
い
」「
条

件
が
整
え
ば
採
用
し
た
い
」
を
採
用
意
欲
が
あ
る
と

す
る
と
、
ほ
と
ん
ど
の
機
器
・
シ
ス
テ
ム
の
採
用
意

欲
が
７
割
を
超
え
、
省
エ
ネ
に
対
す
る
意
識
の
高
さ

が
う
か
が
え
る
。
大
き
な
設
備
投
資
が
必
要
な
高
効

率
給
湯
器
、
太
陽
熱
温
水
器
、
太
陽
光
発
電
、
建
築

対
策
に
つ
い
て
は
、
条
件
が
整
え
ば
採
用
と
い
う
人

の
比
率
が
多
い
。
世
代
間
の
比
較
を
行
う
と
、
設
備

投
資
が
必
要
な
も
の
に
つ
い
て
は
、
男
性
の
３０
、
４０

歳
代
、
女
性
の
２０
、
３０
歳
代
と
い
う
ど
ち
ら
か
と
い

え
ば
若
い
層
に
採
用
意
欲
が
強
い
。 

　 

Ｃ
Ｏ
２

の
見
え
る
化
に
つ
い
て

　「
見
え
る
化
」
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
商
品
お
よ
び

サ
ー
ビ
ス
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
全
体
（
原
材
料
調
達

か
ら
廃
棄
・
リ
サ
イ
ク
ル
ま
で
）
で
排
出
さ
れ
る
温

室
効
果
ガ
ス
を
Ｃ
Ｏ
２
量
に
換
算
し
、表
示
す
る
カ

ー
ボ
ン
フ
ッ
ト
プ
リ
ン
ト
制
度
の
試
行
事
業
が
、
経

済
産
業
省
を
中
心
に
２
０
０
９
年
度
か
ら
開
始
さ

れ
て
い
る
。
本
調
査
で
は
、
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
の
購

入
時
に
こ
の
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
情
報
を
参
考
に
す
る
か

ど
う
か
尋
ね
た
。 

　
４５
・
３
％
の
人
が
「
参

考
に
す
る
」
と
回
答
し
、「
参

考
に
し
な
い
（
１６
・
９
％
）」

を
大
き
く
上
回
っ
た
。
世

代
間
に
は
大
き
な
差
異
は

な
い
。
男
女
別
の
比
較
で 

は
、
女
性
の
方
が
参
考
に

す
る
傾
向
に
あ
る
。
ま
た
、

エ
コ
な
生
活
を
送
っ
て
い

る
人
に
、
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
情

報
を
参
考
に
す
る
傾
向
が

見
ら
れ
る
。 

　
試
行
事
業
で
は
既
に
１

０
０
件
近
い
商
品
や
サ
ー

ビ
ス
が
認
定
さ
れ
て
お
り
、

今
後
、
生
活
者
が
商
品
や

サ
ー
ビ
ス
を
購
入
す
る
際

の
大
き
な
選
択
因
子
に
な

る
と
思
わ
れ
る
。 

　
こ
の
質
問
に
続
い
て
、
購

入
す
る
際
に
、
価
格
が
高
く

て
も
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
が
少
な

い
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
購

入
す
る
か
ど
う
か
尋
ね
た
。「
価
格
が
高
く
て
も
購
入

す
る
人
」
は
１７
・
８
％
と
、「
購
入
し
な
い
人
」
の
３０
・

９
％
を
大
き
く
下
回
り
、
Ｃ
Ｏ
２
情
報
は
参
考
に
は
す

る
も
の
の
、
や
は
り
価
格
が
優
先
す
る
と
い
う
結
果
が

で
た
。
た
だ
し
、
Ｃ
Ｏ
２
情
報
を
参
考
に
す
る
人
ほ
ど
、

価
格
が
高
く
て
も
購
入
す
る
傾
向
が
見
ら
れ
、
ま
た
、

高
齢
者
ほ
ど
、
購
入
す
る
傾
向
に
あ
る
。
カ
ー
ボ
ン
フ

ッ
ト
プ
リ
ン
ト
が
今
後
本
格
的
に
導
入
さ
れ
れ
ば
、
意

識
も
高
ま
っ
て
く
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。 

　 

経
済
的
政
策
に
つ
い
て 

　
大
幅
な
Ｃ
Ｏ
２
削
減
の
た
め
の
政
策
と
し
て
、
経
済

的
手
法
で
あ
る
「
環
境
税
」
と
「
排
出
量
取
引
制
度
」

の
導
入
が
政
府
で
検
討
さ
れ
て
い
る
。 

　「
環
境
税
」
に
つ
い
て
は
、「
賛
成
（
４０
・
４
％
）」

が
「
反
対
（
１９
・
５
％
）」
の
倍
近
く
な
っ
て
お
り
、

導
入
に
理
解
を
示
し
て
い
る
。
世
代
間
の
比
較
を
行

生活意識調査から 
世代間の意識差に見る持続可能性と生活満足 Ⅱ 



う
と
、
高
年
齢
に
つ
れ
、
賛
成
す
る
人
の
比
率
が
増

加
し
て
い
る
傾
向
に
あ
る
。
賛
成
す
る
人
の
男
女

別
の
差
は
見
ら
れ
な
い
が
、
反
対
は
男
性
の
方
が

多
い
。
ま
た
、
エ
コ
な
生
活
を
送
っ
て
い
る
人
に
、

賛
成
す
る
傾
向
が
、
送
っ
て
い
な
い
人
に
、
反
対
す

る
傾
向
が
見
ら
れ
る
。 

　「
排
出
量
取
引
制
度｣

に
つ
い
て
は
、
半
数
が
「
賛

成
（
５０
・
１
％
）」
で
あ
り
、「
反
対
（
６
・
９
％
）」
を

大
き
く
上
回
り
、「
環
境
税
」
以
上
に
理
解
を
示
し
て

い
る
。
賛
成
に
お
け
る
世
代
間
・
男
女
別
に
よ
る
大

き
な
違
い
は
な
い
が
、２０
歳
代
の
男
性
の
反
対
比
率

が
高
い
。ま
た
、エ
コ
な
生
活
を
送
っ
て
い
る
人
に
、

賛
成
す
る
傾
向
に
あ
る
。 

　「
環
境
税
」
お
よ
び
「
排
出
量
取
引
制
度
」
の
導
入

に
つ
い
て
は
、
政
府
で
検
討
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、

今
後
の
動
向
を
見
守
り
た
い
。 

　
地
球
環
境
問
題
に
お
い
て
、
最
近
、
気
候
変
動
と
並

ん
で
「
生
物
多
様
性
」
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
。

生
物
多
様
性
と
は
聞
き
な
れ
な
い
言
葉
で
あ
る
が
、

１
９
９
２
年
の
地
球
サ
ミ
ッ
ト
で
、
気
候
変
動
枠
組

条
約
と
一
緒
に
生
物
多
様
性
条
約
が
締
結
さ
れ
、
そ

の
保
全
に
つ
い
て
活
動
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
第
１０

回
生
物
多
様
性
条
約
締
約
国
会
議
（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
１０
）
が
、

今
年
の
１０
月
に
名
古
屋
で
開
催
さ
れ
る
。
今
回
の
調

査
に
お
い
て
、
こ
の
生
物
多
様
性
の
認
知
度
を
尋
ね

る
と
と
も
に
、
日
常
で
の
生
物
多
様
性
の
保
全
行
動

の
実
践
状
況
に
つ
い
て
尋
ね
た
。 

　
ま
ず
、
生
物
多
様
性
の
認
知
度
で
あ
る
が
、「
よ
く

知
っ
て
い
る
（
２
・
４
％
）」「
だ
い
た
い
知
っ
て
い
る

（
１０
・
９
％
）」
を
合
わ
せ
て
も
１３
・
３
％
し
か
い
な
い
。

「
知
ら
な
い
（
５１
・
１
％
）」
人
が
半
数
以
上
も
い
て
、

認
知
度
は
極
め
て
低
い
。
世
代
間
の
比
較
で
は
、
男

性
の
２０
歳
代
、
６０
歳
代
以
上
の
認
知
度
が
高
い
。
男

女
別
比
較
で
は
、
男
性
の
方
が
、
認
知
度
が
高
い
傾

向
に
あ
る
。 

　
ま
た
、
図
３
に
示
す
７
つ
の
生
物
多
様
性
の
保
全

の
た
め
の
行
動
に
つ
い
て
尋
ね
た
。
最
も
多
い
回
答

は
「
ゴ
ミ
の
減
量
化
や
リ
サ
イ
ク
ル
」
で
６３
・
５
％
の

人
が
実
践
し
て
い
る
。
続
い
て
、「
ペ
ッ
ト
を
最
後
ま

で
責
任
を
持
っ
て
飼
育
（
４３
・
５
％
）」「
地
元
農
産
物

の
購
入
等
の
地
産
地
消
（
４２
・
１
％
）」「
無
農
薬
、
有

機
農
法
等
の
環
境
に
配
慮
し
て
生
産
さ
れ
た
食
べ
物

の
購
入
（
３７
・
７
％
）」
と
続
く
。
全
体
的
に
高
齢
者
ほ

ど
実
践
の
比
率
が
高
い
。
ま
た
、
女
性
の
方
が
男
性
よ

り
実
践
の
比
率
が
高
い
傾
向
に
あ
る
。
日
常
の
一
般

的
な
省
エ
ネ
や
省
資
源
に
関
す
る
質
問
で
は
実
践
し

て
い
る
と
答
え
て
も
、
生
物
多
様
性
の
保
全
行
動
と

し
て
実
践
し
て
い
ま
す
か
と
尋
ね
る
と
、
生
物
多
様

性
の
認
知
度
が
低
い
た
め
か
、
そ
の
た
め
の
取
り
組

み
と
し
て
の
認
識
が
低
く
、
以
下
の
よ
う
に
実
践
比

率
が
少
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。「
リ
サ
イ
ク
ル
（
８７
・

０
↓
６３
・
５
）」「
地
産
地
消
（
５８
・
８
↓
４２
・
１
）」「
省

エ
ネ
活
動
（
５４
・
７
↓
２６
・
１
）」。 

　
今
後
、
生
物
多
様
性
の
重
要
性
と
私
た
ち
生
活
者

が
日
々
の
暮
ら
し
の
中
で
行
え
る
生
物
多
様
性
の
保

全
の
た
め
の
行
動
に
つ
い
て
周
知
が
必
要
で
あ
る
。 

 

　
今
回
の
調
査
に
お
い
て
、
日
常
の
省
資
源
・
省
エ

ネ
行
動
の
実
践
状
況
を
尋
ね
た
が
、
多
く
の
人
が
実

践
し
て
い
る
と
回
答
し
て
い
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

環
境
に
配
慮
し
た
生
活
を
送
っ
て
い
る
か
の
設
問
に

つ
い
て
は
、
送
っ
て
い
る
と
回
答
し
た
人
は
半
数
強

し
か
い
な
い
。
日
常
は
省
資
源
・
省
エ
ネ
行
動
を
実

践
し
て
い
る
も
の
の
、
自
分
自
身
の
環
境
配
慮
に
対

生
物
多
様
性
に
つ
い
て
の
意
識
と
そ
の
保
全
活
動
の
実
践
状
況

日
常
の
環
境
配
慮
行
動
の

促
進
に
向
け
て



す
る
評
価
を
厳
し
く
し
て
い
る
た
め
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
、
日
常
の
行
動
で
は
な
く
、
特
別
な
環
境
配
慮

行
動
を
意
識
し
て
回
答
さ
れ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
エ
コ
な
生
活
を
送
る
人
を
増
や
さ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

　
本
調
査
結
果
を
世
代
間
の
違
い
と
い
う
観
点
か
ら

見
て
み
た
。
エ
コ
な
生
活
お
よ
び
日
常
の
省
資
源
・
省

エ
ネ
行
動
に
つ
い
て
は
、
高
齢
者
ほ
ど
、
多
く
の
方
が

実
践
し
て
い
る
。
若
年
者
に
つ
い
て
は
、
社
会
問
題
と

し
て
の
環
境
問
題
へ
の
意
識
は
他
の
社
会
問
題
と
比

較
し
て
相
対
的
に
高
い
水
準
に
は
あ
る
が
、
実
際
の

日
常
の
生
活
や
行
動
に
は
、
反
映
さ
れ
て
い
な
い
よ

う
で
あ
る
。
雇
用
問
題
や
、
生
活
・
暮
ら
し
向
き
、
教

育
問
題
等
自
分
自
身
に
直
接
関
係
の
あ
る
こ
と
に
関

心
が
高
い
の
で
あ
ろ
う
。
た
だ
、
大
き
な
設
備
投
資
を

伴
う
省
エ
ネ
対
策
に
は
採
用
意
欲
を
持
っ
て
お
り
、

悲
観
す
る
こ
と
は
な
く
、
今
後
が
期
待
で
き
る
。
男
女

別
の
違
い
を
見
る
と
、
女
性
の
方
が
環
境
や
エ
ネ
ル

ギ
ー
へ
の
意
識
が
高
く
、
日
常
の
環
境
配
慮
行
動
の

実
践
度
も
高
い
。
こ
れ
は
、
家
事
や
調
理
等
で
関
わ
る

機
会
が
多
い
こ
と
も
一
因
で
あ
ろ
う
。 

　
日
本
の
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
削
減
の
中
期
目
標
に

つ
い
て
は
、
２５
％
削
減
は
妥
当
で
あ
る
と
評
価
し
な

が
ら
も
、
実
現
可
能
性
に
つ
い
て
は
、
不
可
能
で
あ
る

と
考
え
て
い
る
。
政
府
の
政
策
や
企
業
の
努
力
に
も

関
わ
ら
ず
、
一
向
に
減
ら
ず
む
し
ろ
増
加
し
て
い
る

現
実
か
ら
そ
う
判
断
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

そ
し
て
、
環
境
税
や
排
出
量
取
引
制
度
と
い
っ
た
新

た
な
政
策
に
期
待
し
て
い
る
。
高
い
削
減
目
標
の
達

成
の
た
め
に
は
、
政
府
や
企
業
の
さ
ら
な
る
対
策
の

推
進
と
と
も
に
、
１
９
９
０
年
度
比
約
３０
％
も
増
加

（
２
０
０
８
年
度
実
績
）し
て
い
る
家
庭
部
門
の
Ｃ
Ｏ
２

の
排
出
削
減
を
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

　
こ
の
家
庭
部
門
の
Ｃ
Ｏ
２
排
出
削
減
や
エ
ネ
ル
ギ

ー
も
含
め
た
資
源
の
節
約
に
は
、
私
た
ち
生
活
者
の

環
境
意
識
の
さ
ら
な
る
向
上
が
必
須
で
あ
り
、
そ
れ

を
実
践
に
つ
な
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
意
識
向
上

の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
「
見
え
る
化
」
で
あ
る
。
エ
ア
コ

ン
の
設
定
温
度
を
変
え
た
り
、
不
要
な
照
明
を
消
し

た
り
し
て
も
、
そ
の
効
果
が
目
に
見
え
て
分
か
ら
ず
、

省
エ
ネ
行
動
の
や
り
が
い
が
感
じ
ら
れ
な
い
。
ま
ず

は
、
家
庭
で
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
量
の
把
握
か
ら
で

あ
る
。
環
境
家
計
簿
を
付
け
て
い
る
人
は
今
回
の
調

査
で
は
３
・
９
％
と
、
ほ
と
ん
ど
の
人
は
付
け
て
い

な
い
し
、
そ
の
存
在
も
知
ら
な
い
可
能
性
が
高
い
。

毎
月
の
ガ
ス
、
電
気
、
ガ
ソ
リ
ン
、
灯
油
等
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
使
用
量
を
伝
票
等
か
ら
読
み
取
り
、
一
般

の
家
計
簿
の
よ
う
に
記
録
し
て
お
く
。
毎
月
の
使
用

量
の
変
化
を
確
認
す
れ
ば
、
日
ご
ろ
の
省
エ
ネ
効
果

が
分
か
る
し
、
次
の
省
エ
ネ
行
動
の
意
欲
が
わ
く
は

ず
で
あ
る
。
環
境
省
、
ガ
ス
会
社
、
電
気
会
社
等
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
環
境
家
計
簿
が
掲
載
さ
れ
て
お

り
、
そ
の
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
を
活
用
す
れ
ば
、
Ｃ
Ｏ
２
の

排
出
量
も
算
出
で
き
る
。
こ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
量

の
「
見
え
る
化
」
を
取
っ
掛
か
り
に
、
環
境
意
識
が

高
ま
っ
て
い
く
で
あ
ろ
う
。
今
後
、
商
品
や
サ
ー
ビ

ス
に
も
Ｃ
Ｏ
２
の
「
見
え
る
化
」
が
進
ん
で
い
く
。

環
境
意
識
の
向
上
に
よ
り
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
資
源
の

節
約
行
動
が
促
進
さ
れ
れ
ば
、
生
物
多
様
性
の
保
全

に
も
寄
与
す
る
。 

　
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
文
化
研
究
所
（
Ｃ
Ｅ
Ｌ
）
で
は
、

２
０
１
０
年
６
月
に
『
エ
コ
住
宅
で
エ
コ
ラ
イ
フ
』

と
い
う
書
籍
を
大
阪
ガ
ス
グ
ル
ー
プ
の
㈱
ク
リ
エ

テ
関
西
か
ら
発
行
し
、
現
在
、
全
国
の
書
店
に
並
ん

で
い
る
。
こ
の
書
籍
は
、
Ｃ
Ｅ
Ｌ
の
元
研
究
主
幹
で

現
在
は
顧
問
の
濱
惠
介
が
、
エ
コ
住
宅
に
改
修
し
た

自
宅
で
の
実
践
を
背
景
に
、
環
境
と
調
和
し
„
持
続

可
能
な
住
ま
い
・
生
活
“の
あ
る
べ
き
姿
と
実
現
方

策
を
探
求
し
た
も
の
で
あ
る
。新
た
な
生
活
感
覚
や

満
足
の
形
を
９
年
間
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
・
獲
得
量
と

Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
で
検
証
す
る
な
ど
、
様
々
な
観
点
か

ら
採
り
入
れ
た
エ
コ
ラ
イ
フ
の
事
例
と
成
果
を
具
体

的
に
紹
介
し
て
い
る
。
こ
の
書
籍
お
よ
び
本
報
告
に

記
載
し
た
日
常
の
省
エ
ネ
・
省
資
源
行
動
、
機
器
・

設
備
に
よ
る
省
エ
ネ
対
策
そ
し
て
生
物
多
様
性
の
保

全
行
動
を
参
考
に
し
て
、
ひ
と
つ
で
も
多
く
行
動
が

実
践
さ
れ
、
エ
コ
な
生
活
を
送
る
生
活
者
が
増
え
る

こ
と
を
期
待
し
た
い
。 
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生活意識調査から 
世代間の意識差に見る持続可能性と生活満足 Ⅱ 


